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○内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年度 兵庫県立大学 生涯学習公開講座 

【虹のはなし－光の科学史－】 

日 時:令和元年８月１日（木） 

受講者数:４人 

会 場：兵庫県⽴⼤学姫路⼯学キャンパス ５号館.2F 5221 教室 

講 師：高度産業科学技術研究所 准教授 新部 正人 

 

 虹は、太陽光線が大気中に浮遊する雨滴に入射後、屈折と反射をくり返すことにより、我々の目に見

える。このメカニズムの解明に関わった主に３人の科学者、イブン・アル=ハイサム（アラビア）、ルネ・

デカルト（仏）、アイザック・ニュートン（英）について、その業績内容、発見に至る経緯などを、科学

史的な観点から紹介・説明した。 

 ４世紀、ローマ帝国の東西への分裂とその後の停滞により、ギリシャ・ローマ以来の科学・技術の研

究は、その後台頭してきたイスラームの人達に受け継がれた。アラビア語を学問用語として展開された

科学研究が 9～12 世紀にピークを迎えた。その中に「光学の父」と呼ばれるイブン・アル=ハイサムも

おり、反射・屈折など様々な光学の問題に関して実験をベースとした考察を行い、多くの業績を残した。

15 世紀、グーテンベルクの活版印刷技術の発明により、多くのアラビア科学の書物はラテン語に訳さ

れ、逆にヨーロッパへと普及していった。「光学宝典」 

主虹は、太陽光線が大気中に浮遊する雨滴に入射し、２回の屈折と１回の反射を経て、太陽光線の進

む方向から 42 度の方向に見えるように我々の目に入ってくることは、ほぼ理解されていた。しかし、

何故 42 度の方向だけが特に明るいのかは不明であった。デカルトは、彼が開発した X-Y 座標による解

析幾何学を用い、10,000本の光線追跡を計算することにより、雨滴の半径の 0.8～0.9位置に入射する

光線が出射角 42度の方向に集まり、明るく見えることを明ら 

かにした。「方法序説」 

 虹の七色の理由は、ニュートンによって明らかにされた。 

ニュートンは、ペストが大流行し、大学が閉鎖された期間に 

故郷に帰省してプリズムの実験を行った。三角プリズムを用 

いて太陽光線を七色に分け、またこれをもう一つのプリズム 

に通すことにより、白色の光に戻ることを発見した。この実 

験により、白色光は七色に分類される多種類の色の光が集まっ 

て出来ており、それらの屈折率がわずかに異なることによって、プリズムでの分散が起こる。虹も太陽

光の屈折が関係することから分散が起こり、わずかに異なる角度に分散した七色が見える。「光学」 

 


